
⑭復帰50年特別展「沖縄 復帰後」展

事業の内容等
復帰50周年の節目の年に、「復帰」を経験した当時の人々の思いを理解し、現代に生きる私たちが平和で文化的な豊かな沖縄づくりを継
承するため、1972年5月15日を起点とした本県の発展と葛藤のあゆみを県民意識調査や外交資料、当時の映像などを展示し、過去と現在、
そして未来へとつなぐ特別展を開催する。

実施主体：沖縄県立博物館・美術館

実施時期：令和４年７月２０日～９月１９日

●展示構成と主な展示資料

第1章 復帰の日
（沖縄返還協定、復帰対策要綱、建議書、復帰記念式典資料、県民意識調査）

第2章 新生沖縄県の誕生…70～80年代
（通貨交換、海洋博、若夏国体、全国植樹祭、730、インフラ整備関係資料、映像資料）

第3章 沖縄ブーム…90～2000年代
（首里城復元、沖縄サミット、スポーツ・芸能関係、基地跡地利用関係資料、
世界ウチナーンチュ大会、沖縄平和賞、県民意識調査、映像資料）

第4章 変化・変容と沖縄…復帰前～現在
（自然、人類、考古、歴史、民俗分野の視点で沖縄の変化・変容を紹介）

第5章 不変・受け継がれたもの・課題…現在
（伝統工芸、伝統芸能、空手関係資料、米軍基地問題、子どもの貧困、SDGs）

第6章 終わりに…現在～未来
（「沖縄の現代生活」をテーマに県民から募った写真や観覧者の声を会場で展示する
ことで県民参加型の展覧会とする）

●関連催事
復帰50年常設展「(仮称)沖縄 復帰前」展（3～9月）
※1945～1972年
アメリカ施政権下の沖縄に関する資料の展示

復帰50年シンポジウム・講演会等（4～9月）
復帰50年舞台・親子バスツアー（4～9月）

●復帰後世代が人口の約6割を占める本県において歴
史を学び、本県の魅力や課題について理解する機会を
創出する。

沖縄返還協定 復帰記念式典 海洋博覧会 沖縄サミット

＜50周年記念事業のテーマ＞
２ 事業を通して、復帰から50年間の歴史を振り返り、先人たちの労苦と知恵に学ぶとともに、誇りある豊かさに向けた
展望を発信する。

文化観光スポーツ部


